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その後、横浜市都筑区に活動拠点を置き、昨年

度の全日本実業団対抗女子駅伝競走大会（クィー

ンズ駅伝）で第２位と輝かしい成績を収めました

パナソニック株式会社陸上競技部の佐藤賢一部長

から企業がアスリートを採用したメリットなどの

事例発表をしていただきました。 

パナソニック陸上競技部の志は、「一流選手を

目指し、社会人として良識のある人間を形成す

る」としており、さらに企業としても「スポーツ

を通じてブランドのイメージ向上、挑戦し続ける

選手の姿がもたらす企業活力の向上」を目的としています。選手たちは競技者であるこ

とはもとより、企業人としての自覚を持たせるために、経営理念やコンプライアンスの

研修なども行われています。社内でも選手を応援し励まし続ける風習が根付いており、

現役選手を引退したＯＧが現在も職場で活躍していることから、選手への助言など万全

のサポート体制があります。 

さらには、地元中学校での陸上教室やふれあいロードレース（視覚障がい者ランナー

の先導役）など、スポーツを通じた地域への社会貢献活動も行われています。 

アスリートたちは、強いリーダーシップを持ち、努力家であり、他の社員の模範とな

ることが多く、社員の意識高揚に貢献してくれている。と企業とアスリートの好循環の

事例を発表して頂きました。 

これを受け、３名のアスリートがプレゼンテーションを行いました。 

いつもの競技会とは違った緊張感を持ち、かな

りのドキドキ感の中で、それぞれが競技を始めた

きっかけから、これまでの競技生活の中での様々

な体験について、そして、そこから学んだ多くの

ことをどのようにして社会人として、仕事の中に

生かしていくかなどの発表を行いました。 

プレゼンテーション終了後には、羽田愼司副会

長からご参加いただいた企業の方々にお礼を申し

上げるとともに、「チーム神奈川」に対しまし

て、引き続きご支援、ご協力をお願いしました。 

その後、アスリート達は、企業の方々と個別

に、より具体的な話を進めるため、会場を移動し、個別の情報交換会を行いました。 

今回の「かながわアスリート就職支援のための企業説明会」は、トップアスリートに

少しでも競技に集中できる環境を整備することでさらに活躍が期待でき、企業にとって

は社員みんなで、選手を応援することで社内の一体感や、選手から何らかの刺激や変化

がもたらされること、また、所属アスリートと共に、スポーツを通じた企業の社会貢献

など、双方にとってメリットのあることだと考えております。 

本会では、このような取組みを通して、神奈川県から世界で活躍するトップアスリー

トを多く輩出することと、スポーツの力で神奈川が元気になるよう努めてまいります。 

事例発表：パナソニック㈱ 
陸上競技部部長 佐藤賢一 氏 

就職希望のアスリートたち、左から村竹
（スケート）、太田（弓道）、岩佐（ス
ケート） 

【加盟団体紹介】 

神奈川県ハンドボール協会 

会長 塩谷 和雄 

 

我が国では、1938年(昭和 13年)に現日本ハンドボール協会の前身である日本送球協会が

設立され、11人制によるハンドボール競技の普及が始まりました。こうした中、神奈川県ハ

ンドボール協会は、1948年(昭和23年)11月に保坂周助初代会長のもとで産声を上げました。

1950年代の後半以降、７人制による室内ハンドボール競技へと進化を遂げ、当協会の運営も

第二代若崎重富－第三代斎藤達也－第四代佐分正典各会長へと連綿と受け継がれ、今日に至

っています。 

 さて、2017年度(平成29年度)は、法政大学第二高等学校男子ハンドボール部が春の選抜・

インターハイ・国体の全国三冠を達成することができました。これは、1998年(平成 10年)

かながわ・ゆめ国体で横浜商工 (現横浜創学館) 高等学校が成し遂げて以来、19年ぶり３回

目の快挙です。神奈川スポーツ賞や読売スポーツ賞なども重なり、思い出深い感動の一年と

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

〈インターハイ男子決勝：法政二VS氷見〉          〈国体解団式における少年男子チーム：法政二〉 

 また、重点事業として「アスリート育成指導者講習会」を開催しました。第１回は６月に

慶應義塾大学において、スペイン１部リーグ所属のトップアスリート等を招聘し、神奈川県

JOC 候補選手の実技を交え、指導者の研鑽を図りました。第２回は７月に浅野中・高校にお

いて、トップレフェリーとトップコーチによる講習会を開催しました。２回共に若手指導者

の参加が多く、次世代トップアスリートの育成に向けた意義ある事業が展開できたと思って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

   

〈第1回アスリート育成指導者講習会〉            〈第２回アスリート育成指導者講習会〉 

今後はこれまでにも増して、ハンドボール環境の基盤づくりに努めてまいります。当面は、

ジュニアカテゴリーの充実、部活動との連携、連続性のある活動基盤づくり、社会人クラブ

の育成、国体に向けた強化（少年女子等）、体育館の確保、情報ネットワーク拡充等に取り組

みます。 

なお、2018年度(平成 30年度)は、第 34回関東少年少女大会が小田原市で、第 64回関東

高校選抜大会が川崎市で行われます。地元はじめ関係者の皆様にはお世話になりますが、よ

ろしくご支援・ご協力のほどお願い申し上げます。 
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神奈川県アイスホッケー連盟 

 

「神奈川県でアイスホッケー？」 アイスホッケーといえば北海道や日光などがすぐに

頭に浮かびますが、ここ神奈川県でも実はそれら北の地域にも負けないほどアイスホッケ

ーが盛んな地域です。 選手登録人数は 1,482 人(2017 年度)。チーム数は社会人 43、大学

４、高校３、ジュニア５、女子３となっていてそれぞれ春季秋季の大会が行われています。 

神奈川県のアイスホッケー競技の歴史は、約 70 年前に東神奈川反町公園の地に県内初の

公式規格の神奈川スケートリンク(現：横浜銀行アイスアリーナ)が建てられた時から始ま

ります。以降、神奈川県アイスホッケー連盟設立とともに社会人大会・大学大会が始まり、

競技人口も増え小学生からオールドタイマーまですべてのカテゴリーで大会が行われるよ

うになりました。なかでも最大の大会は社会人の神奈川選手権で、全社会人チームが５部

に分かれて６ヶ月間にわたりリーグ戦を行う試合数 140となる大きな大会となっています。 

 連盟執行部は会長以下 20 人の理事で、担当部門にわかれ運営が行われています。業務内

容は、大会運営、県代表チームの編成と強化、ジュニアと女子の普及と強化、オールドタ

イマーの普及、そしてインラインホッケー部門などにわたっています。加えて、日本アイ

スホッケー連盟の事業としてアジアリーグ関連大会や関東大会・全国大会が神奈川県で行

われるときは、その運営の主管を担っています。 

競技場であるスケートリンクの現状を見ますと、アイスホッケーのできる公式規格のリ

ンクは県内に３箇所しかありません。幸にどれも通年(１年中)営業のリンクであるので、

季節に関係なく練習ができます。県内の数十チームあるいは県外のチームもふくめて、こ

の数少ないリンクをゆずりあって練習や大会を行っているのがきびしい現状です。サッカ

ーや野球など他のスポーツのように、どこでも練習できるという競技ではありません。競

技を楽しむには氷が必須であるという特色から、競技人口はここ数十年あまり変わらず推

移しています。リンクの限られている現状これ以上の大きな競技人口の増加や発展は望め

ないところが苦しいところです。競技の発展のためにスケートリンクの増加が連盟の永き

にわたる願いです。 

この１月には体育協会はじめ関係所管とアイスホッケー連盟協力のもと第 73回冬季国体

(アイスホッケー部門)を神奈川県で開催することができました。アイスホッケー連盟にと

ってこの上ない実績と経験になりました。また、選抜選手による県代表チームが一般、少

年それぞれで地元の声援を受けて好成績をおさめることができました。  紙面を借りて御

礼申し上げます。 

                                                     （筆：理事 鍵和田 和明） 

 

 

横浜銀行アイスアリーナでの試合 神奈川県 国体代表チーム(成年) 


